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【手続補正書】
【提出日】平成30年3月12日(2018.3.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　メッシュネットワークを介して通信するための方法であって、
　加わるデバイスが、既存のメッシュネットワークの複数のメンバデバイスのうちの１つ
のみと認証を行うことによって前記既存のメッシュネットワークに加わることと、
　前記加わるデバイスが、前記既存のメッシュネットワークの前記複数のメンバデバイス
のうちの前記１つのみとの前記認証中に共通グループキーを受信することと、
　前記加わるデバイスが、前記加わるデバイスが認証を行っていない少なくとも１つのメ
ンバデバイスを含む、前記既存のメッシュネットワークの前記複数のメンバデバイスのう
ちの１つまたは複数にルート要求メッセージを送ることと、前記ルート要求メッセージは
、前記共通グループキーを用いて暗号化される、
　前記加わるデバイスにおいて、前記既存のメッシュネットワークの前記複数のメンバデ
バイスのうちの前記１つまたは複数から１つまたは複数のルート応答メッセージを受信す
ることと、
　前記加わるデバイスにおいて、前記受信されたルート応答メッセージに基づいて、前記
既存のメッシュネットワークの１つまたは複数のプロバイダメンバデバイスと通信するた
めの通信ルートを決定することと
　を備える、方法。
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【請求項２】
　前記メッシュネットワークを介して前記複数のメンバデバイスのうちの前記１つまたは
複数に前記暗号化されたルート要求メッセージを送ることをさらに備える、請求項１に記
載の方法。
【請求項３】
　前記ルート応答メッセージは、前記共通グループキーを用いて暗号化され、
　前記方法は、好ましくは、
　　前記メッシュネットワークを介して前記ルート応答メッセージを受信することと、
　　前記共通グループキーを使用して、前記受信されたルート応答メッセージを解読する
ことと
　をさらに備え、
　前記通信ルートを決定することは、好ましくは、
　前記既存のメッシュネットワークの前記複数のメンバデバイスのうちの前記１つまたは
複数からの前記受信されたルート応答メッセージに基づいて、前記既存のメッシュネット
ワークのトポロジを決定することと、
　前記既存のメッシュネットワークの前記トポロジに基づいて、前記１つまたは複数のプ
ロバイダメンバデバイスへの前記通信ルートを決定することと
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記１つまたは複数のプロバイダメンバデバイスのうちの少なくとも１つからルート告
知メッセージを受信することをさらに備え、
　ここにおいて、前記ルート告知メッセージは、好ましくは、前記共通グループキーを用
いて暗号化され、
　前記ルート告知メッセージは、好ましくは、ページングウィンドウ中に受信され、
　前記方法は、好ましくは、
　　前記共通グループキーを使用して前記ルート告知メッセージを解読することと、
　　前記ルート告知メッセージに少なくとも部分的に基づいて、前記少なくとも１つのプ
ロバイダメンバデバイスへの前記通信ルートを決定することと
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　所定の時間間隔中に前記ルート要求メッセージを送ることをさらに備え、
　ここにおいて、前記所定の時間間隔は、好ましくは、前記既存のメッシュネットワーク
のために構成されたページングウィンドウであり、
　前記ページングウィンドウは、好ましくは、前記既存のメッシュネットワークのための
同期された時間間隔中に生じ、前記既存のメッシュネットワークの前記メンバデバイスの
全ては、前記ページングウィンドウの時間間隔中にアクティブ状態にある、請求項１に記
載の方法。
【請求項６】
　前記既存のメッシュネットワークのメンバデバイス間で通信される後続のルート要求メ
ッセージおよび関連するルート応答メッセージについてモニタすることと、
　前記モニタされたルート応答メッセージに基づいて、前記既存のメッシュネットワーク
の前記１つまたは複数のプロバイダメンバデバイスへの前記通信ルートを更新することと
　をさらに備え、
　前記方法は、好ましくは、
　前記共通グループキーを用いて前記後続の通信ルート要求応答メッセージを解読するこ
とをさらに備える、請求項１の方法。
【請求項７】
　前記通信ルートを更新することは、
　前記既存のメッシュネットワークの前記メンバデバイスからの前記後続のルート応答メ
ッセージに基づいて、前記既存のメッシュネットワークのトポロジを決定することと、
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　前記トポロジに基づいて、前記１つまたは複数のプロバイダメンバデバイスへの前記通
信ルートを更新することと
　をさらに備える、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記通信ルートを決定することは、前記既存のメッシュネットワークの前記１つまたは
複数のプロバイダメンバデバイスへのホップカウント、および前記既存のメッシュネット
ワークの前記１つまたは複数のプロバイダメンバデバイスとメンバデバイスとの間でのホ
ップごとのチャネル条件のうちの１つまたは複数を決定することを備える、請求項１に記
載の方法。
【請求項９】
　前記メッシュネットワークは、ソーシャルＷｉＦｉメッシュネットワークである、請求
項１に記載の方法。
【請求項１０】
　メッシュネットワークを介したワイヤレス通信デバイスによる通信のための装置であっ
て、
　少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサと電子通信状態にあるメモリと、
　前記メモリ中に記憶された命令と
　を備え、前記命令は、
　　加わるデバイスが、既存のメッシュネットワークの複数のメンバデバイスのうちの１
つのみと認証を行うことによって前記既存のメッシュネットワークに加わることと、
　　前記加わるデバイスが、前記既存のメッシュネットワークの前記複数のメンバデバイ
スのうちの前記１つのみとの前記認証中に共通グループキーを受信することと、
　　前記加わるデバイスが、前記加わるデバイスが認証を行っていない少なくとも１つの
メンバデバイスを含む、前記既存のメッシュネットワークの前記複数のメンバデバイスの
うちの１つまたは複数にルート要求メッセージを送ることと、
　　前記加わるデバイスが、前記共通グループキーを用いて前記ルート要求メッセージを
暗号化することと、
　　前記加わるデバイスにおいて、前記既存のメッシュネットワークの前記複数のメンバ
デバイスのうちの前記１つまたは複数から１つまたは複数のルート応答メッセージを受信
することと、
　　前記加わるデバイスにおいて、前記受信されたルート応答メッセージに基づいて、前
記既存のメッシュネットワークの１つまたは複数のプロバイダメンバデバイスと通信する
ための通信ルートを決定することと
　を行うように前記少なくとも１つのプロセッサによって実行可能である、装置。
【請求項１１】
　前記命令は、前記メッシュネットワークを介して前記複数のメンバデバイスのうちの前
記１つまたは複数に前記暗号化されたルート要求メッセージを送るように前記少なくとも
１つのプロセッサによってさらに実行可能である、請求項１０に記載の装置。
【請求項１２】
　前記ルート応答メッセージは、前記共通グループキーを用いて暗号化され、
　前記命令は、
　前記メッシュネットワークを介して前記ルート応答メッセージを受信することと、
　前記共通グループキーを使用して、前記受信されたルート応答メッセージを解読するこ
とと
　を行うように前記少なくとも１つのプロセッサによってさらに実行可能である、請求項
１０に記載の装置。
【請求項１３】
　前記命令は、前記既存のメッシュネットワークの前記複数のメンバデバイスのうちの前
記１つまたは複数からの前記受信されたルート応答メッセージに基づいて、前記既存のメ
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ッシュネットワークのトポロジを決定することによって前記通信ルートを決定することと
、前記トポロジに基づいて、前記通信ルートを決定することとを行うように前記少なくと
も１つのプロセッサによってさらに実行可能である、請求項１０に記載の装置。
【請求項１４】
　前記命令は、
　前記既存のメッシュネットワークのメンバデバイス間で通信される後続のルート要求メ
ッセージおよび関連するルート応答メッセージについてモニタすることと、
　前記モニタされたルート応答メッセージに基づいて、前記既存のメッシュネットワーク
の前記１つまたは複数のプロバイダメンバデバイスへの前記通信ルートを更新することと
　を行うように前記少なくとも１つのプロセッサによってさらに実行可能である、請求項
１０に記載の装置。
【請求項１５】
　前述の請求項１～９のいずれか一項に記載の方法をインプリメントするための命令を備
えるコンピュータプログラム。
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